
　柏崎刈羽地域では、現に存在する原子力発電所と対峙して生活せざるを得ません。

それが事故無く稼動することは、個々の考え・主張の如何によらず、住民の最低かつ

共通の思いです。

　「地域の会」では、発電所そのものの賛否はひとまず置いて、安全運転に係る事業

者や行政当局の必要にして充分な情報提供に基づき、発電所の安全について状況を

確認し、地域住民の素朴な視線による監視活動を行うとともに、必要な提言を行う

ことを目的に、平成15年5月に発足、設置趣旨に沿った様々な活動を行っています。

柏崎刈羽原子力発電所の透明性を確保する地域の会（「地域の会」）柏崎刈羽原子力発電所の透明性を確保する地域の会（「地域の会」） 地域の会　概要
①会員は、柏崎市、刈羽村に在住し、会が認める各種団体および地域の
　推薦を受けた25名の委員で構成。任期は2年。
②会の任務： （1）原子力発電所の運転状況及び影響等の確認・監視
　　　　　  （2）事業者等への提言
　　　　　  （3）会での議論、活動等の住民への情報提供
　　　　　  （4）委員の研修
　　　　　  （5）その他会の目的を達成するために必要と認められる事項
③県、市、村、国、事業者はオブザーバー、又は説明者として出席
④会議の種類： 定例会（毎月1回）
　　　　　　   臨時会（必要に応じ開催）
　　　　　　　   ※会は、原則すべて公開。

柏 崎 刈 羽 原 子 力 発 電 所 の
透 明 性 を 確 保 す る

http://www.tiikinokai.jp
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▲第116回定例会 （柏崎市産業文化会館）

C O N T E N T S
原子力防災対策について意見交換、また情報共有会議において
委員とオブザーバーが所感を表明

発電所を巡る主な動き
地域の会に寄せられた声「みんなの広場」 ▲第115回定例会

（柏崎原子力広報センター）
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第 回回

定例会定例会

115第 回115
第 回回116第 回116

【
原
子
力
防
災
対
策
で
意
見
交
換
】

●
以
前
、
ヨ
ウ
素
剤
の
各
戸
事
前
配
布
は
薬

事
法
違
反
と
さ
れ
た
。
今
度
は
配
布
す
る

と
い
う
。
地
域
住
民
に
説
明
が
必
要
だ
。

規
制
庁
）
ヨ
ウ
素
剤
の
配
布
、
服
用
に
つ
い

て
は
引
き
続
き
原
子
力
規
制
委
員
会
（
以

下
「
規
制
委
員
会
」）
で
検
討
中
。
周
知
の

件
は
本
庁
に
伝
え
る
。
パ
ブ
コ
メ
な
ど
で

意
見
を
頂
き
た
い
。

●
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
（
以
下
「
原

災
法
」）
は
、
J
C
O
事
故
後
に
作
ら
れ
た
。

福
島
事
故
前
の
も
の
で
、
内
容
の
改
正
が

な
い
。
日
本
の
防
災
計
画
は
、
原
災
法
を

基
に
作
成
さ
れ
て
い
る
。
住
民
の
被
ば
く

防
止
で
な
い
た
め
納
得
で
き
な
い
。
ア
メ

リ
カ
は
発
電
所
内
で
規
制
官
が
事
業
者
と

一
緒
に
事
故
の
進
展
予
測
を
し
、
住
民
を

被
ば
く
さ
せ
な
い
防
災
計
画
と
聞
く
。
福

島
事
故
で
は
緊
急
事
態
宣
言
ま
で
に
時
間

が
か
か
り
、
住
民
の
避
難
が
遅
れ
被
ば
く

し
た
。
原
災
法
は
規
制
委
員
会
の
原
子
力

災
害
対
策
指
針
を
遵
守
す
る
と
あ
り
、
自

治
体
の
裁
量
が
規
制
さ
れ
て
い
る
。

●
中
国
や
韓
国
で
、
原
発
を
増
設
し
て
い
る
。

海
外
に
対
す
る
対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

●
他
産
業
で
、
広
範
囲
に
日
常
生
活
を
規
制

す
る
計
画
は
あ
る
の
か
。
防
災
計
画
の
前

提
と
な
る
原
発
の
存
在
を
、
住
民
の
了
解

も
得
ず
、
法
制
度
だ
け
で
強
制
す
る
こ
と

が
可
能
な
の
か
。
原
発
の
立
地
地
域
は
と

も
か
く
周
辺
地
域
は
迷
惑
・
寝
耳
に
水
の

こ
と
。
地
域
に
避
難
を
強
制
す
る
根
拠
は

何
か
。

規
制
庁
）
例
え
ば
テ
ロ
が
あ
っ
た
場
合
な
ど

に
は
、
国
民
保
護
法
が
あ
る
。

【
前
回
定
例
会
以
降
の
動
き
で

質
疑
応
答
】

規
制
庁
　
東
通
、
敦
賀
原
発
の
断
層
は
調
査

段
階
で
結
論
は
出
て
い
な
い
。
地
震
・
津

波
の
検
討
チ
ー
ム
も
現
在
検
討
中
。
柏
崎

刈
羽
は
そ
の
あ
と
の
予
定
。
現
在
は
東
京

電
力
が
、
自
主
的
に
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

基
準
制
定
後
、
新
た
に
確
認
さ
れ
る
も
の

と
思
う
。

【
委
員
所
感
表
明
】

●
東
日
本
大
震
災
か
ら
２
年
。
被
災
地
、
被

災
者
の
状
況
は
非
常
に
厳
し
い
。
健
康
に

留
意
さ
れ
希
望
と
夢
を
失
わ
な
い
で
進
ん

で
ほ
し
い
。
震
災
の
影
響
で
国
力
が
落
ち
た
。

原
因
は
電
力
。
少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少

の
社
会
背
景
下
で
、
新
し
い
政
権
は
国
力

を
高
め
る
た
め
、
電
力
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク

ス
を
ど
の
よ
う
に
図
る
の
か
。
ま
た
原
子

力
の
国
際
化
へ
の
対
応
も
考
え
る
必
要
が

あ
る
。
震
災
後
の
瓦
礫
処
理
に
つ
い
て
、

環
境
省
が
示
し
た
数
字
が
大
幅
に
減
っ
た

が
、
５
市
と
他
の
市
町
村
の
調
整
は
あ
っ

た
の
か
。
知
事
は
「
安
全
、
安
心
に
つ
い

て
一
人
ひ
と
り
が
大
切
に
さ
れ
る
社
会
の

実
現
」
と
言
っ
て
い
る
。
行
政
当
局
の
意

見
を
聞
き
た
い
。

●
工
科
大
の
公
開
講
座
に
参
加
し
、
地
震
・

津
波
災
害
を
軽
減
す
る
た
め
の
防
災
シ
ス

テ
ム
T
i
P
E
E
Z
を
知
っ
た
。
住
民
に

情
報
を
い
ち
早
く
知
ら
せ
る
オ
ン
ラ
イ
ン

の
シ
ス
テ
ム
を
早
急
に
実
現
し
て
ほ
し
い
。

●
再
稼
働
の
是
非
は
さ
て
お
き
、
使
用
済
核

燃
料
の
最
終
処
分
場
を
決
め
る
こ
と
が
先

決
。
リ
ス
ク
を
覚
悟
の
上
で
電
気
の
恩
恵

を
受
け
る
べ
き
。
フ
ラ
ン
ス
の
よ
う
に
、

日
本
も
地
域
情
報
委
員
会
を
設
け
る
べ
き
。

●
旧
巻
町
の
原
発
建
設
を
め
ぐ
る
住
民
投
票

で
元
町
長
は
、
重
大
な
決
定
は
住
民
の
総

意
に
基
づ
く
べ
き
と
述
べ
た
。
住
民
投
票

条
例
案
が
県
議
会
で
否
決
さ
れ
た
こ
と
は

大
変
残
念
。
原
発
の
問
題
は
、
地
域
の
将

来
を
決
め
る
重
大
事
。
悔
い
の
な
い
選
択

を
し
、
子
や
孫
に
未
来
を
渡
す
こ
と
が
私

た
ち
の
使
命
だ
。
政
権
交
代
で
原
発
へ
の

国
民
の
意
向
が
変
わ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

原
発
の
安
全
神
話
か
ら
目
が
覚
め
た
の
に
、

原
発
の
再
稼
働
や
新
増
設
な
ど
許
す
こ
と

は
で
き
な
い
。
国
民
の
声
を
無
視
す
る
よ

う
な
政
策
の
転
換
は
間
違
い
。

●
新
政
権
に
な
り
、
原
子
力
発
電
の
位
置
付

け
が
現
実
的
に
見
直
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

な
り
安
堵
し
て
い
る
。
規
制
委
員
会
に
は

新
基
準
の
も
と
で
、
速
や
か
に
審
査
を
行

っ
て
ほ
し
い
。
政
府
は
責
任
あ
る
立
場
を

よ
り
明
確
に
し
、
将
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
や
原
子
力
発
電
の
位
置
付
け
を
示
し
て

ほ
し
い
。
使
用
済
核
燃
料
の
処
分
と
同
時
に
、

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
を
継
続
的
に
行
い
、
日

本
の
技
術
の
高
さ
を
世
界
に
示
し
て
ほ
し

い
。

●
将
来
の
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
確
保
ま
で
原
子

力
発
電
は
必
要
。
被
災
地
の
復
興
を
加
速

さ
せ
、
国
の
経
済
状
況
悪
化
を
避
け
る
た
め
、

国
策
で
進
め
ら
れ
た
原
子
力
政
策
の
責
任

を
取
る
意
味
で
も
、
安
全
が
確
保
さ
れ
れ

ば
国
は
原
発
を
再
稼
働
す
べ
き
。
柏
崎
刈

羽
発
電
所
で
は
、
防
潮
堤
の
建
設
や
冷
却

手
段
も
多
重
化
さ
れ
、
安
全
性
は
飛
躍
的

に
向
上
し
た
。
中
越
地
震
、
中
越
沖
地
震

で
も
重
大
な
損
傷
は
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、

こ
れ
以
上
活
断
層
の
問
題
は
不
毛
。
原
発

廃
止
に
よ
る
地
域
経
済
の
崩
壊
を
避
け
、

激
変
緩
和
を
切
に
願
う
。

●
柏
崎
刈
羽
原
発
で
過
酷
事
故
が
起
き
た
際

の
放
射
能
の
拡
散
予
想
地
図
は
、
I
A
E
A

の
避
難
基
準
値
を
超
え
る
40
㎞
の
範
囲
。

さ
ら
に
基
準
値
は
１
週
間
で
１
０
０
ミ
リ

シ
ー
ベ
ル
ト
の
高
線
量
。
な
ぜ
こ
の
よ
う

な
高
線
量
の
基
準
を
示
す
の
か
。
国
は
原

発
立
地
地
域
の
放
射
能
汚
染
の
実
態
調
査

の
た
め
、
子
ど
も
た
ち
の
抜
け
た
乳
歯
や

毛
髪
を
保
存
し
、
内
部
被
ば
く
の
測
定
や

評
価
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

●
再
稼
働
に
つ
い
て
安
全
、
安
心
と
い
う
話

が
あ
る
が
、
有
識
者
の
意
見
と
ず
れ
が
あ
る
。

福
島
事
故
の
地
震
動
に
よ
る
被
害
の
可
能

性
や
、
中
越
沖
地
震
の
際
の
柏
崎
刈
羽
の

活
断
層
問
題
が
過
小
評
価
さ
れ
、
議
論
さ

れ
な
い
こ
と
が
問
題
。
原
発
の
再
稼
働
を

考
え
る
状
況
で
は
な
い
。

●
福
島
事
故
で
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
家

族
の
、
帰
り
た
い
け
れ
ど
帰
れ
な
い
心
境
や
、

福
島
と
避
難
先
の
二
重
生
活
の
強
要
、
高

速
道
路
の
無
料
化
継
続
を
望
む
切
実
な
訴

え
な
ど
の
報
道
が
あ
る
。
ま
た
、
自
分
の

土
地
が
警
戒
区
域
に
よ
っ
て
分
断
さ
れ
た

と
の
報
道
も
あ
る
。
原
発
事
故
を
風
化
さ

せ
て
は
な
ら
な
い
。
差
別
と
分
断
の
事
実

を
直
視
し
た
い
。

●
柏
崎
刈
羽
の
再
稼
働
問
題
。
知
事
は
技
術

基
準
だ
け
で
は
な
く
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や

法
体
系
も
含
め
、
福
島
事
故
の
検
証
結
果

を
新
安
全
基
準
に
反
映
す
る
よ
う
求
め
た
。

今
後
、
規
制
庁
の
対
応
を
興
味
深
く
見
守

り
た
い
。
原
子
力
を
含
め
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
が
重
要
。
現
在
の
よ

う
な
状
況
は
限
定
的
に
す
べ
き
。
原
子
力

に
は
ま
だ
大
き
な
役
割
が
あ
る
。

●
福
島
事
故
は
、
原
発
で
大
事
故
が
起
き
た

場
合
、
人
の
手
に
余
る
こ
と
を
教
え
た
。

未
だ
に
収
束
で
き
ず
多
く
の
人
が
避
難
生

活
を
続
け
て
い
る
。
福
島
の
原
発
事
故
が

収
束
で
き
な
い
ま
ま
、
原
発
の
安
全
を
語

る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
事
故
を
起
こ
さ

な
い
安
全
、
事
故
が
起
き
て
も
収
束
で
き

る
安
全
、
こ
の
２
つ
の
安
全
が
保
証
さ
れ

ず
に
原
発
の
安
全
の
判
断
が
な
さ
れ
な
い

こ
と
を
切
に
願
う
。

原
子
力
防
災
対
策
に
つ
い
て
意
見
交
換
、ま
た
情
報
共
有
会
議
に
お
い
て
委
員
と
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
が
所
感
を
表
明

原
子
力
防
災
対
策
に
つ
い
て
意
見
交
換
、ま
た
情
報
共
有
会
議
に
お
い
て
委
員
と
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
が
所
感
を
表
明

原
子
力
防
災
対
策
に
つ
い
て
意
見
交
換
、ま
た
情
報
共
有
会
議
に
お
い
て
委
員
と
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
が
所
感
を
表
明

Q
話
題
に
な
っ
て
い
る
東
通
、
敦
賀
原
発

な
ど
の
直
下
活
断
層
問
題
は
、
造
っ
て

は
い
け
な
い
と
こ
ろ
に
原
発
を
造
っ
た

こ
と
。
な
ぜ
何
十
年
も
経
っ
て
か
ら
こ

の
よ
う
な
議
論
に
な
る
の
か
。
国
の
基

本
的
説
明
が
必
要
だ
。
柏
崎
刈
羽
も
同

様
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
。

　

第
115
回
定
例
会
で
は
、
委
員
が
原
子

力
防
災
対
策
を
意
見
交
換
し
所
感
を
表

明
し
た
。

　

ま
た
、
第
116
回
定
例
会
は
、
年
一
回

開
催
す
る
「
情
報
共
有
会
議
」
と
し
て
、

原
子
力
規
制
庁
（
以
下
「
規
制
庁
」）
か
ら
、

佐
藤
政
策
評
価
・
広
聴
広
報
課
長
、
資

源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
（
以
下
「
エ
ネ
庁
」）

か
ら
山
田
原
子
力
発
電
立
地
対
策
・
広

報
室
長
、
さ
ら
に
会
田
柏
崎
市
長
、
品

田
刈
羽
村
長
、
東
京
電
力
（
株
）
内
藤
副

社
長
と
横
村
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所

長
を
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
に
迎
え
、
所
感
表

明
し
た
。

　

今
号
で
は
２
回
の
議
論
を
ま
と
め
た
。

115回概要 開催日
オブザーバー
内　容

場　所 柏崎原子力広報センター 出席者平成25年1月9日（水）

●委員所感表明、原子力防災対策について意見交換
新潟県、柏崎市、刈羽村、原子力規制事務所（原子力規制庁）、地域担当官事務所（エネ庁）、東京電力（株）

18名（欠席7名）
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●
新
政
権
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ

ク
ス
を
10
年
間
で
模
索
す
る
と
示
し
た
。

冷
静
な
判
断
を
す
る
上
で
非
常
に
重
要
だ
。

よ
り
安
全
な
原
子
力
発
電
所
の
新
増
設
、

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
構
築
ま
で
議
論
が
進

む
こ
と
を
期
待
す
る
。
事
業
者
や
規
制
委

員
会
は
、
オ
ー
プ
ン
な
情
報
の
下
で
冷
静

な
議
論
、
国
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
意
識
し
、
地
域
住
民
が
実
感
で
き
る

安
全
対
策
を
施
し
、
わ
か
り
や
す
い
説
明

を
期
待
す
る
。
未
来
、
目
標
を
抱
け
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
施
策
で
あ
る
べ
き
。

●
レ
ベ
ル
７
の
福
島
事
故
で
、
国
民
の
多
く

が
脱
原
発
の
意
向
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
の
鍵
は
地
域
連
携
、
住
民
、

事
業
者
、
行
政
の
協
働
。
こ
れ
こ
そ
が
地

域
振
興
に
直
結
す
る
。

●
県
知
事
の
会
議
参
加
が
な
い
の
は
残
念
。

直
接
話
を
す
る
こ
と
で
情
報
を
分
析
、
理

解
し
、
多
角
的
に
物
事
を
見
る
こ
と
は
大

切
で
な
い
か
。
過
日
、
原
子
力
委
員
会
の

会
合
に
参
加
し
た
際
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
地

域
情
報
委
員
会
の
事
例
報
告
が
あ
っ
た
。
国
、

他
の
市
町
村
に
、
地
域
の
会
の
よ
う
な
会

が
で
き
る
事
を
望
む
。

●
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
を
考
え

る
と
、
火
力
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

バ
ラ
ン
ス
を
ど
う
す
る
か
だ
。
不
足
分
は

ひ
と
ま
ず
原
子
力
で
カ
バ
ー
す
る
の
が
基

本
で
は
な
い
か
。
国
や
電
力
事
業
者
は
、

火
力
発
電
の
低
炭
素
化
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
発
電
の
稼
働
率
向
上
等
と
、
よ
り

安
全
な
原
子
力
を
目
指
し
て
ほ
し
い
。
エ

ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
背
景
に
し
た
日
本
の
リ

ス
ク
を
考
慮
し
た
上
で
、
早
急
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
を
決
め
て
ほ
し

い
。
福
島
事
故
を
受
け
て
、
規
制
が
根
本

か
ら
変
わ
る
こ
と
に
驚
く
。
活
断
層
の
判

断
が
変
わ
っ
た
こ
と
も
説
明
し
て
ほ
し
い
。

●
被
災
地
の
復
興
を
最
優
先
す
べ
き
。
新
政

権
に
は
現
実
的
な
原
子
力
政
策
を
望
む
。

知
事
の
言
う
福
島
事
故
の
検
証
は
、
具
体

的
に
誰
が
何
を
ど
う
す
る
こ
と
な
の
か
。

隣
国
で
は
新
し
い
原
発
の
設
置
が
進
む
。

日
本
の
経
済
、
雇
用
、
人
材
育
成
、
廃
炉

技
術
等
を
含
め
、
新
し
い
技
術
開
発
の
必

要
性
を
認
め
、
感
情
論
が
出
過
ぎ
な
い
原

発
議
論
を
望
む
。

●
定
期
点
検
で
止
め
た
発
電
所
を
動
か
さ
な

い
状
況
は
異
常
。
福
島
第
一
原
発
以
外
は

止
め
る
、
冷
や
す
、
閉
じ
込
め
る
が
出
来

た
事
実
を
踏
ま
え
考
え
て
ほ
し
い
。
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
脚
光
を
浴
び
て
い
る

が
、
電
気
の
買
取
単
価
は
使
用
単
価
の
二

倍
近
い
。
事
業
者
に
任
せ
ず
、
国
が
前
面

に
で
て
被
災
者
の
補
償
救
済
が
不
可
欠
だ
。

●
福
島
事
故
は
、
既
存
の
原
発
に
山
積
み
の

問
題
を
投
げ
か
け
、
そ
の
問
題
は
設
置
許

可
に
ま
で
遡
っ
て
い
る
。
放
射
線
に
汚
染

さ
れ
た
地
域
は
大
変
な
こ
と
を
背
負
わ
さ

れ
除
染
で
き
る
か
さ
え
疑
問
。
被
災
さ
れ

た
方
の
意
見
、
実
情
を
聞
き
国
や
事
業
者

の
責
任
で
収
束
に
向
け
細
や
か
な
施
策
を

願
う
。
ま
た
、
現
場
で
作
業
さ
れ
る
方
た

ち
の
健
康
管
理
に
き
め
細
か
な
指
導
を
お

願
い
し
た
い
。

●
ほ
と
ん
ど
の
人
は
自
分
の
立
ち
位
置
で
原

発
の
推
進
派
、
反
対
派
に
分
か
れ
て
い
る
。

放
射
性
物
質
の
捨
て
場
所
は
あ
る
の
か
、

原
発
が
な
け
れ
ば
本
当
に
電
力
は
足
り
な

い
の
か
、
正
確
な
情
報
が
国
や
電
力
会
社

か
ら
開
示
さ
れ
な
い
限
り
、
議
論
を
重
ね

て
も
国
民
が
納
得
す
る
方
向
性
は
見
出
せ

な
い
。

●
自
民
党
政
権
に
な
り
、
原
発
に
対
す
る
政

府
の
考
え
が
変
わ
っ
た
。
安
全
確
認
さ
れ

た
ら
動
か
す
と
い
う
が
、
福
島
の
検
証
が

未
解
決
の
ま
ま
で
国
民
の
理
解
が
得
ら
れ

る
の
か
疑
問
。
事
故
時
の
屋
内
退
避
や
避

難
救
助
、
避
難
の
施
設
確
保
、
ヨ
ウ
素
剤

の
配
布
、
住
民
と
の
情
報
共
有
な
ど
具
体

的
な
こ
と
は
何
も
決
ま
っ
て
い
な
い
。
早

急
な
対
応
が
必
要
。

●
新
安
全
基
準
を
早
く
作
り
、
既
存
の
原
発

に
つ
い
て
早
急
に
査
定
を
し
て
ほ
し
い
。

日
本
の
将
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
あ
り
よ
う

を
国
が
責
任
を
持
っ
て
早
く
示
す
べ
き
だ
。

●
早
く
原
発
を
再
開
し
て
ほ
し
い
地
元
と
周

辺
被
災
地
元
の
軋
轢
を
感
じ
る
。
柏
崎
刈

羽
原
発
は
、
自
然
条
件
に
合
致
し
て
い
な

い
と
当
初
か
ら
指
摘
し
て
き
た
。
再
開
し

た
い
事
業
者
の
調
査
、
審
議
に
は
限
界
が

あ
る
。
委
員
の
発
言
に
は
背
景
が
あ
る
。

お
互
い
の
利
益
相
反
を
は
っ
き
り
さ
せ
た

上
で
議
論
す
べ
き
だ
。
国
営
除
染
も
い
い

加
減
と
の
報
道
が
あ
る
。
原
子
力
に
関
わ

っ
た
業
者
が
事
件
後
も
原
子
力
に
寄
生
し

て
い
る
。
不
都
合
な
こ
と
を
隠
す
事
業
者
、

そ
れ
を
全
面
擁
護
し
て
き
た
国
、
そ
れ
に

寄
生
し
て
利
益
を
求
め
た
地
元
推
進
派
と

い
う
構
造
が
あ
る
。
今
で
は
、
原
発
の
立

地
地
域
と
周
辺
地
域
と
の
対
立
と
い
う
形

で
顕
在
化
し
て
い
る
。
今
後
も
国
や
電
力

会
社
に
事
実
説
明
を
求
め
続
け
た
い
。

●
原
発
は
必
ず
大
き
な
事
故
を
起
こ
す
、
起

き
れ
ば
取
り
返
し
が
付
か
な
い
事
態
に
な

る
と
思
っ
て
い
た
。
柏
崎
刈
羽
は
発
電
所

が
立
地
で
き
る
場
所
で
は
な
い
。
廃
炉
や

使
用
済
核
燃
料
は
、
将
来
の
人
に
負
担
だ

け
を
強
い
る
大
変
な
問
題
で
、
原
発
を
ど

う
す
る
の
か
真
剣
に
議
論
す
る
べ
き
。
福

島
事
故
は
電
力
会
社
、
関
連
企
業
、
学
者
、

規
制
行
政
全
て
に
責
任
が
あ
る
。
電
気
料

金
や
地
域
経
済
の
問
題
に
す
り
替
え
て
は

な
ら
な
い
。
あ
ら
た
め
て
福
島
事
故
の
反

省
の
上
の
規
制
行
政
を
望
む
。

●
会
が
発
足
し
て
10
年
。
賛
成
、
反
対
の
議

論
や
答
え
を
導
き
出
す
の
で
な
く
、
住
民

が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
ち
位
置
で
何
を
考
え
て

い
る
か
を
、
毎
月
の
課
題
に
沿
っ
て
述
べ

合
う
の
が
役
目
。
何
を
目
的
と
し
て
活
動

し
て
い
る
か
、
特
に
外
部
の
方
に
は
わ
か

り
に
く
い
と
思
う
。
い
ず
れ
は
地
元
住
民

に
理
解
さ
れ
、
地
域
に
貢
献
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
の
た
め
に
こ
の
会

が
あ
る
の
か
、
今
後
も
議
論
を
重
ね
て
い

く
べ
き
と
思
う
。

【
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
所
感
表
明
】

原
子
力
規
制
庁
政
策
評
価
・
公
聴
広
報
課
　

佐
藤
課
長

　
現
在
、
積
み
残
さ

れ
た
多
く
の
課
題
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
ず
福
島
事
故
の
収

束
。
福
島
第
一
を
特

定
原
子
力
施
設
に
指
定
し
た
。
実
施
計
画
に

基
づ
き
、
施
設
の
監
視
・
評
価
検
討
会
の
会

合
を
立
ち
上
げ
、
最
優
先
で
取
り
組
む
。
新

基
準
、
技
術
基
準
を
早
急
に
策
定
し
審
査
す
る
。

シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
対
策
に
バ
ッ
ク
フ
ィ

ッ
ト
規
定
を
盛
り
込
む
。
新
技
術
基
準
に
全

て
の
発
電
所
を
対
応
さ
せ
る
。
地
盤
の
問
題

は
優
先
的
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
。
規
制
庁

が
確
認
す
る
ま
で
調
査
、
検
討
を
続
け
る
。

柏
崎
刈
羽
は
現
在
、
東
京
電
力
が
自
主
的
に

調
査
中
。
防
災
は
予
測
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
活
用
し
効
果
的
効
率
的
な
防
災
計
画
を
作

り
地
域
に
納
得
し
て
も
ら
え
る
説
明
を
す
る
。

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
電
力
・
ガ
ス
事
業
部
原
子

力
発
電
立
地
対
策
・
広
報
室
　
山
田
室
長

　
国
民
生
活
や
経
済

活
動
に
支
障
が
生
じ

な
い
よ
う
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
需
給
の
安
定
に

万
全
を
期
す
責
任
あ

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
構
築
に
取
り
組
む
。

原
発
の
安
全
性
は
、
規
制
委
員
会
が
専
門
的
、

独
立
的
に
判
断
し
、
そ
の
判
断
を
尊
重
す
る
。

使
用
済
核
燃
料
の
問
題
、
ま
た
技
術
者
、
技
能

者
の
育
成
や
技
術
の
継
承
に
も
し
っ
か
り
と

対
応
す
る
。

新
潟
県
　
飯
沼
防
災
局
長　

瓦
礫
の
問
題
に
つ

い
て
知
事
は
「
放
射

能
に
関
し
て
は
よ
り

安
全
側
に
立
つ
べ

き
」
と
い
う
姿
勢
を

貫
い
て
い
る
。
瓦
礫
焼
却
は
市
町
村
の
役
目
。

現
在
、
技
術
委
員
会
で
福
島
事
故
の
教
訓
を

議
論
し
て
い
る
。
重
要
項
目
は
年
度
内
に
整

理
し
中
間
報
告
と
し
、
次
年
度
も
議
論
を
続

け
る
。
何
を
持
っ
て
検
証
と
い
う
か
難
し
い
。

柏
崎
刈
羽
の
断
層
問
題
な
ど
引
き
続
き
議
論

し
詳
細
に
お
知
ら
せ
す
る
。
防
災
に
つ
い
て

中
身
あ
る
議
論
を
踏
ま
え
た
防
災
体
制
作
り

が
不
可
欠
。
ま
た
食
品
、
水
な
ど
環
境
放
射

能
の
監
視
情
報
を
公
表
す
る
。

柏
崎
市
　
会
田
市
長

　
発
足
か
ら
10
年
経

過
し
た
地
域
の
会
は
、

発
電
所
の
様
々
な
課

題
を
住
民
に
知
ら
せ

る
意
味
で
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
。
過
酷
事
故
を
踏
ま
え
、

立
地
自
治
体
で
構
成
す
る
全
国
原
子
力
発
電

所
所
在
市
町
村
協
議
会
と
し
て
、
国
に
要
望

を
行
っ
た
。
第
一
に
被
災
者
の
健
康
管
理
や

除
染
対
策
も
含
め
た
被
災
地
の
復
旧
・
復
興
。

第
二
に
発
電
所
の
安
全
規
制
と
防
災
体
制
の

強
化
。
第
三
に
今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の

明
確
か
つ
早
期
の
方
針
決
定
。
第
四
に
立
地

地
域
へ
の
経
済
支
援
対
策
。
こ
れ
ら
４
つ
が

立
地
地
域
の
共
通
課
題
だ
。
新
潟
工
科
大
内

の
原
子
力
耐
震
・
構
造
研
究
セ
ン
タ
ー
の
共

同
研
究
に
も
期
待
し
て
い
る
。

刈
羽
村
　
品
田
村
長

　
原
子
力
発
電
所
が

止
ま
り
年
間
３
兆
１

千
億
の
国
富
が
海
外

に
流
出
し
て
い
る
。

事
実
を
冷
静
に
判
断

し
て
自
分
た
ち
の
将
来
を
決
め
、
責
任
や
覚

悟
を
持
て
る
か
今
試
さ
れ
て
い
る
。
原
子
力

を
続
け
る
べ
き
、
辞
め
る
べ
き
と
い
う
意
見
は
、

そ
の
先
に
自
分
た
ち
の
暮
ら
し
が
担
保
さ
れ

る
よ
う
な
議
論
で
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。

私
た
ち
は
ど
こ
に
進
も
う
と
し
て
い
る
の
か
、

国
民
自
ら
負
担
を
す
る
自
覚
、
責
任
あ
る
決

断
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

東
京
電
力
　
内
藤
副
社
長　

あ
ら
た
め
て
事
故

の
大
き
さ
、
責
任
の

重
さ
を
感
じ
、
原
子

力
発
電
の
仕
組
み
や

事
業
者
に
対
す
る
不

信
、
不
安
に
応
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
痛
感
し
た
。
現
在
、
安
全
文
化
・
安
全

意
識
の
変
革
、
情
報
公
開
の
あ
り
方
、
内
部

か
ら
監
視
す
る
内
部
規
制
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
信
頼
回
復
に
向
け
て
着
実
に
積
み
重
ね

て
い
き
た
い
。

同
　
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
　
横
村
所
長

　
福
島
事
故
を
踏
ま

え
、
い
か
な
る
事
態

で
も
炉
や
プ
ー
ル
に

注
水
で
き
る
、
さ
ら

に
全
電
源
喪
失
で
も

外
部
か
ら
電
源
を
供
給
で
き
る
安
全
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
消
防
車
や
電
源
車
な
ど
、

プ
ラ
ン
ト
と
全
く
違
う
と
こ
ろ
で
の
原
始
的

な
安
全
配
備
を
す
る
。
そ
れ
ら
の
機
器
を
動

か
す
操
作
訓
練
を
、
所
員
、
協
力
企
業
が
一

丸
で
、
訓
練
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
今
後
も

規
制
庁
の
新
基
準
に
照
ら
し
、
万
全
の
安
全

対
策
に
取
り
組
む
。
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声

http://www.tiikinokai.jp

事務局：公益財団法人 柏崎原子力広報センター  〒945-0017新潟県柏崎市荒浜1丁目3番32号
TEL 0257-22-1896　FAX 0257-32-3228　E-mail info@tiikinokai.jp

発電所を巡る主な動き発電所を巡る主な動き発電所を巡る主な動き

　
「
東
日
本
大
震
災
」、「
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
事
故
」
か
ら
、
２
年
が
経
ち

ま
し
た
が
、
い
ま
だ
に
進
ま
な
い
復
旧
、

復
興
の
現
実
が
あ
り
ま
す
。
自
然
の
驚

異
の
中
で
は
、
人
間
で
は
防
ぎ
き
れ
な

い
も
の
も
多
々
あ
る
こ
と
を
思
い
知
ら

さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
あ
れ
も
だ
め
、
こ
れ
も
だ

め
と
い
っ
て
い
た
の
で
は
、
生
活
は
で

き
ま
せ
ん
。
技
術
を
結
集
し
て
災
害
に

備
え
、
被
害
を
最
小
限
に
防
ぐ
、
２
年

前
の
不
幸
な
経
験
を
生
か
す
。
災
害
に

備
え
る
心
が
け
も
生
活
を
し
て
い
く
た

め
に
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
人
間

は
、
た
だ
生
き
て
い
く
の
で
は
な
く
、

生
活
を
し
て
い
く
の
で
あ
る
か
ら
、
そ

の
た
め
に
経
済
も
不
可
欠
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。

（
運
営
委
員  

川
口
）

12月10日～2月6日

　新潟の初めての原発は、電気を
作り、発電で地域も活性すると住
民に知らされてきた。隣県福島で
の大事故で、これを見ると柏崎刈
羽原発だけが大丈夫とは言えなく
なってきた。一部の人の「今まで
一度も大事故は無かったから」は
もう通らない。地盤一つを見ても、
新たに分かったことでは、造って
は危険とされる所に、これらを知
って造ってしまった。電力会社と経済産業省、日本の名の有
る学者は、こぞって安全稼働を述べて住民を説得した。議会
も安全などどこへ、街の活性化と許してきた。しかも、県市
町村に多大な施設、公園は街の中に溶け込んでいる。
　この投資は、住民の立地給付金をもらえるに及んで、「も
らえるものならもらおう」では、我々の声も通らず、もらっ
てはならないものだったし、それぞれの町の予算の３分の１
もあったことから、きちんとした考えが欲しかった。今、格
段に上がった「安全に稼働し、住民と共に」の原発はこれか
らどうするのか。
　私は、さまざまな報道の中で、企業の事故での責任や住民
の生命を考えると、廃炉しかないと思っている。従業員の事
も考えると胸が痛むが、目先の事より、長く共生する企業の
在り方は指し示すこれからを生み出した。
　また、十年以上続いて来た地域の会は、原子力と地域につ
いて貴重な交流の場です。長く有っていただきたいと思って
います。

原発の地にどう生きるか

※開催日時や場所は変更になる場合がありますので、
　詳しくは事務局にお問い合わせ願います。

第120回定例会第119回定例会

場所：柏崎原子力広報センター
日時：平成25年6月5日（水）午後 6：30～日時：平成25年5月8日（水）午後 6：30～

場所：柏崎原子力広報センター

新
潟
県
、
柏
崎
市
、
刈
羽
村　

安
全

協
定
に
基
づ
く
状
況
確
認

原
子
力
規
制
委
員
会　

柏
崎
刈
羽
原

子
力
発
電
所
５
号
機
の
燃
料
集
合
体

に
お
け
る
一
部
燃
料
棒
の
接
触
の
報

告
を
受
け
る

原
子
力
規
制
委
員
会　

柏
崎
刈
羽
原

子
力
発
電
所
に
お
け
る
「
原
子
力
事

業
者
訓
練
の
評
価
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
案
」

の
試
行
を
行
う

５
号
機
の
燃
料
集
合
体
ウ
ォ
ー
タ
・

ロ
ッ
ド
の
曲
が
り
に
つ
い
て
（
続
報
）

公
表

新
潟
県　

平
成
24
年
度
第
４
回
技
術

委
員
会
開
催

２
号
機
原
子
炉
複
合
建
屋
（
非
管
理
区

域
）
に
お
け
る
け
が
人
の
発
生
に
つ
い

て
公
表

第
二
回
原
子
力
改
革
監
視
委
員
会
資

料
の
配
布
に
つ
い
て
公
表

２
号
機
原
子
炉
建
屋
（
非
管
理
区
域
）

に
お
け
る
油
漏
れ
に
つ
い
て
公
表

原
子
力
規
制
委
員
会　

東
京
電
力
報

告
（
12
/
12
）
に
対
す
る
原
子
力
規
制

委
員
会
に
よ
る
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
を
レ
ベ
ル

１
と
暫
定
評
価

５
号
機
に
お
け
る
「
原
子
炉
施
設
故

障
等
報
告
書
」
の
提
出
等
に
つ
い
て

公
表

政
府
・
東
京
電
力
中
長
期
対
策
会
議

第
13
回
会
合
「
東
京
電
力（
株
）
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
１
〜
４
号
機
の

廃
止
措
置
等
に
向
け
た
中
長
期
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
進
捗
状
況
（
概
要
版
）」
公

表原
子
力
発
電
所
の
外
部
電
源
の
信
頼

性
確
保
に
係
る
開
閉
所
等
の
耐
震
性

評
価
の
原
子
力
規
制
委
員
会
へ
の
報

告
の
延
期
に
つ
い
て
公
表

原
子
力
規
制
委
員
会　

柏
崎
刈
羽
原

子
力
発
電
所
５
号
機
の
燃
料
集
合
体

ウ
ォ
ー
タ
・
ロ
ッ
ド
の
曲
が
り
に
関

す
る
各
Ｂ
Ｗ
Ｒ
事
業
者
か
ら
の
報
告

等
を
受
領

当
社
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
燃
料

集
合
体
ウ
ォ
ー
タ
・
ロ
ッ
ド
の
曲
が

り
に
係
る
調
査
状
況
に
関
す
る
原
子

力
規
制
委
員
会
へ
の
報
告
に
つ
い
て

（
中
間
報
告
）
公
表

新
潟
県
、
柏
崎
市
、
刈
羽
村　

安
全

協
定
に
基
づ
く
状
況
確
認

原
子
力
規
制
委
員
会　

柏
崎
刈
羽
原

子
力
発
電
所
２
号
機
の
使
用
前
検
査

の
申
請
を
受
理

特
別
事
業
計
画
の
変
更
の
認
定
申
請

に
つ
い
て
公
表

原
子
力
規
制
庁　

柏
崎
刈
羽
原
子
力

発
電
所
５
号
機
の
燃
料
集
合
体
ウ
ォ

ー
タ
・
ロ
ッ
ド
の
曲
が
り
に
係
る
対

応
状
況
に
つ
い
て
原
子
力
規
制
委
員

会
に
報
告

原
子
力
規
制
委
員
会　

柏
崎
刈
羽
原

子
力
発
電
所
の
溶
接
安
全
管
理
審
査

結
果
の
通
知
を
受
理

原
子
力
規
制
委
員
会　

柏
崎
刈
羽
原

子
力
発
電
所
の
保
安
規
程
の
変
更
届

出
を
受
領

５
号
機
の
保
全
計
画
の
変
更
届
出
に

つ
い
て
公
表

原
子
力
規
制
委
員
会　

保
安
検
査
の

結
果
等
の
と
り
ま
と
め
に
つ
い
て
公

表当
社
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
原
子

力
規
制
庁
に
よ
る
平
成
24
年
度
第
３

四
半
期
保
安
検
査
お
よ
び
保
安
調
査

の
結
果
に
つ
い
て
公
表

当
社
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
１
〜

４
号
機
の
廃
止
措
置
等
に
向
け
た
中

長
期
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
進
捗
状
況
（
概
要

版
）
公
表

新
潟
県　

平
成
24
年
度
第
５
回
技
術

委
員
会
開
催

特
別
事
業
計
画
の
変
更
の
認
定
に
つ

い
て
公
表

群
馬
県
と
の
連
絡
体
制
等
に
関
す
る

覚
書
の
締
結
に
つ
い
て
公
表

※

号
機
の
み
の
記
載
は
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
分

※

詳
細
は
、
各
機
関
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

12
月
10
日

　
　

12
日

　
　

14
日

　
　

17
日

　
　

19
日

　
　

21
日

　
　

25
日

　
　

27
日

1
月
7
日

1
月
10
日

　
　

11
日

　
　

15
日

　
　

16
日

　
　

25
日

　
　

30
日

　
　

31
日

2
月
1
日

　
　

4
日

　
　

6
日

■ 

色
は
行
政
の
動
き　
　

■ 

色
は
東
京
電
力
の
動
き

大谷 正二柏崎市 さん

　原子力発電に対する思いは、賛成、中立、反対、また、その思いの強さ等も
いろいろなお考えをお持ちと思います。
　｢地域の会｣では、地域住民の皆様からのご意見をお待ちしております。

〈 投 稿 要 領 〉
テ ー マ
文 字 数
投 稿 方 法

そ の 他

｢原子力発電に関すること｣｢地域の会に対するご意見、要望、提言｣など
６００字程度
郵送、FAX、電子メール、等で下記｢地域の会｣事務局宛にお送り願います。
お名前と顔写真を掲載させて頂きます。
詳細等お問い合わせは｢地域の会｣事務局までご連絡願います。

｢みんなの広場｣への
投稿をお待ちしています。


